
｢子どもは‘ちから’を持っている！｣

【テーマ】
すべては子どもたちの笑顔のために・・・。
子どもに関わるすべての人が子どもの声に真摯に耳を傾ける“チカラ”を身につける。

（NPO法人子育て応援ナビぽっかぽか）

子どもに関わるすべての人に！

【事業内容】
講師は、CAPおかやまのCAPスペシャリスト。
支援者が子どもを一人の人間として尊重し、子どもの力を信じるために必要な学びを6
テーマで構成実施を予定していた。が、新型コロナウィルス感染症による緊急事態下で感
染拡大予防のために講師と協議した結果、Zoomを使って3テーマでオンライン研修を実
施した。

① 10月27日（火）10時～11時30分
｢子どもの‘ちから’とは？｣
子どもの‘ちから’の源を知り、生きるための力を湧き立たせるためには、子どもの育ち
の中で、どう関わることでその力を伸ばせるのかを考えていく。

② 11月10日（火）10時～11時30分
｢‘子ども’をどう捉えるか？こども→おとな｣
発達の年齢幅は広いですが、その時期の特性とそれまでの積み重ねを見つめ、その子ど
もをどう捉えるかと考えていく。

③ 12月1日（火）10時～11時30分
｢適切な関わり方･･･見る・聴く・伝える｣
受容、共感、尊重、対等、聴く、Iメッセージ等から、どうすればお互いにストレスの少ない
関わり方ができるのかを考えていく。

【参加者】
主婦、保育士、学童指導員、教員等20～50歳
代女性16名。

（参加者の声）
☆エンパワメント、認める、気持ちを受け止め
る、講座を聞いて全然できてない！と思いま
した。相手の気持ちを『聞ききる』、まずは相手
のすべてを受入れることから意識して始めま
す。
☆心がホッとしたり、自分が自分らしくていい
んだよと伝えてもらったり、声かけしてもらえ
たら、とっても一日が穏やかに過ごすことがで
きました。子ども達にもそうありたいと思えま
した。


